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 　図 2 は国際基督教大学で 1996 年から 2007 年までにサービス・ラーニ
ング科目（実践系科目）を履修した学生数を表したものである。同大学では、
現地でのサービス・ラーニング・プログラムとして国内外で 13（国内 3・
海外 10） （20）のフィールドを学生に提供しているが、図 2 からも明らかなよ
うに、履修者は毎年多くても 100 人を超すことがなく、最も少ない年は計
10 人となっている。
　表 1 にも明記されているように、国際基督教大学の学生数は 2900 人程
度であることを考えると、同プログラムを履修する、あるいは履修できる
学生数が少ないことがわかる（資料には各プログラムの定員は 1 機関に 1









出典：  佐藤豊（2008）「リベラルアーツ大学 ICU におけるサービス・ラーニング」『体
験的な学習とサービスラーニング』早稲田大学平山郁夫ボランティアセンター






　また、図 3 は早稲田大学のサービスラーニングを展開する WAVOC の概
要が記された資料である。講義系・実践系合わせて 17 科目を展開し、合
計で 37 のプロジェクトを学生に提供しており、その一組織の予算規模が



































































　大学のシンボルにある「PRO DEO ET PATRIA」という理念を「『普通
の真理（DEO）を探究し、私たちの生きるこの世界、社会、故郷、隣人
図 4
出典：  『Rikkyo Service Learning Guide 2017』



























































2016 年度 50（4 科目） 714（9 科目） 764（13 科目） 19,446（3.9％）
2017 年度 90（5 科目） 617（9 科目） 707（14 科目） 19,521（3.6％）
合計（人） 140（人） 1,331（人） 1,471（人）







































































































（2）  同上、2 頁～3 頁。







（5）  同上、20 頁。
大学教育における社会連携の一考察
－ 130 －
（6）  前掲注 4、20 頁。
（7）  田島靖則（2002）「大学教育におけるサービス・ラーニングの位置
づけ―キリスト教精神の活性化・具体化をめぐって―」『VISIO』









学大学院教育学研究紀要』第 4 号　1 頁～35 頁。
（11）  同上、6 頁。
（12） 前掲注 10、6 頁。
（13）  同上、6 頁。
（14）  逸見敏郎（2017）「サービスラーニングが目指すもの」『リベラルアー
ツとしのサービスラーニング』逸見敏郎・原田晃樹・藤枝聡編著　立
教大学 RSL センター編　北樹出版　201 頁。
（15）  川田虎男（2013）「大学教育における、サービスラーニング導入の可





（18）  前掲注 15、23 頁。






（20）   前掲注 9、9 頁。







（24）  『立教大学』2018 年パンフレット　2017 年 5 月　20 頁。
（25）  原田晃樹（2016）「立教だからできることと『立教サービスラーニング』」
『立教』VOL.237　Summer 2016　立教大学　17 頁。
（26）  『2016 年度「学生による授業評価アンケート」報告書』立教大学　大
学教育開発・支援センター　2017 年　53 頁。なお、「大学生の学び・
社会で学ぶこと」は秋学期でも開講している。














（31）  前掲注 10、6 頁。
（立教大学サービスラーニングセンター（RSL）・JICE 研究員）
